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　新潟医療福祉大学　理学療法学科　教授　久　保　雅　義　

　理学療法学科では２/１５－２/２４に海外研修を行いました。教員２名＋学生８名の計１０名で、２年生、３年生および

院生の混合チームです。主たる目的は、当校と学術提携を結んでいるカリフォルニア州立大学フレズノ校の訪問で

す。

　今回の研修では過去数回の経験と参加した学生からのフィードバックを生かし、内容がアップグレードされていま

す。その大きな柱は「見学」から「参加」への変化で、学生達が自ら計画を立てて実行する機会を極力増やすように

準備されました。移動手段も飛行機、バス、列車そしてレンタカーと目まぐるしく変わり、宿泊場所も日本語の通じ

るホテルから、極めてアメリカ的なモーテル、さらには（予定外でしたが）２４時間サウナまで経験しました。

　旅程は、米国導入部、Fresno部、USC部そして応用部の四部に分かれています。米国導入部では、時差に身体を慣

らすことを目的に、LAの観光やグランドキャニオンなどの小旅行が含まれています。研修の核であるFresno部では、

２－３人のグループに分かれてそれぞれが別々の理学療法の授業を聴講したり、小児施設の見学、転倒予防教室への

参加、学部生や院生との交流などの多くの活動が含まれています。

　USC部では、米国での理学療法および作業療法の教育ではNo.１にランクされている南カリフォルニア大学を見学し

ました。潤沢な教員とすばらしい施設の組み合わせで、教育および研究面での充実度には訪問した学生のみならず

我々教員もうならされるものがありました。最後の応用編では街で英語を実際に使ってみるのが主な目的でしたが、

今回に限り「韓国から日本への飛行機が悪天候のため全便欠航」というインシデントが入り、リスクマネージメント

の勉強もさせられました。

　理学療法学科では、さらに内容をアップグレードし、学生のみならず教員の成長の場として海外研修を生かしてい

きたいと考えています。
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